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(1)  法人の運営と組織体制の強化 
  

  

  

  

  

  

  

(2)  財政基盤の安定強化 
  

  

年度間の財源調整及び財政需要に対処するための資金 

  

(3)  福祉サービスの充実 
  

  

  

  

  

  
高齢者、障がい者の介護サービス運営基準の改正にともない、感染症の発生、及び 

まん延等に関する対策を徹底する。 

  
高齢者、障がい者の介護サービス運営基準の改正にともない、利用者の人権擁護、 

虐待の防止等の対策を徹底する。 

  
高齢者、障がい者の介護サービス運営基準の改正にともない、感染症・災害に係る 

「業務継続計画 usiness ontinuity lan) 」を策定する。  
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＝赤い羽根共同募金（歳末たすけあい募金含む）の配分金事業 

(1)  地域での福祉教育（共育）の推進   
   

小中学校からの依頼に応じ、様々なプログラムを開発して福祉教育を実施する。 

 [ ]   
各学校の協力をもとに、福祉施設へのボランティア活動内容を検討し実施する。 

   
学校以外の地域における様々な年齢層に対しても、広く福祉教育のＰＲを推進する。 

  

(2)  地域での支えあい活動の推進  
 2 3  

第２期計画の計画期間(令和元年度から令和５年度)の最終年度となるため、行政計画である

第３期地域福祉計画と連動して「第３期地域福祉活動計画」を策定する。 

   
地域の支え合い・助け合い活動の柱として、生活支援体制整備事業と連携しながら、地域住

民の憩いの場としての「ふれあいサロン」の新規設置と、既存のサロンの運営を支援する。 

  

   

   

   

   

   

   

(3)  地域交流の場の拡充  
  

 ( ) 

   

- 3 -



(4)  地域を支える担い手の育成支援 
  

  

  

  

  

  

(1)  ボランティア活動の推進 

  

  

  

  

  

  

(2)  ボランティア団体等への支援 
  

  

(1)  災害時に支え合えるまちづくりの推進 
  

東日本大震災及び原発事故による避難者の支援を行う。 

  

  

  
総合防災訓練に参加し、「災害ボランティアセンター設置訓練」を行う。 
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(1) 地域での福祉教育（共育）の推進  

 

(2) 地域での支えあい活動の推進  

 

(3) 地域交流の場の拡充  

 

 

 

(１) 災害時に支え合えるまちづくりの推進 

 

 

 

(１)  低所得世帯の中学校卒業生徒への激励金給付事業  
 

 

(1)  地域での支えあい活動（地域包括ケアシステム）の推進 
 1  
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(1)  生活サポート相談センターの運営  
  

  

  

(2)  緊急時食料等支給事業 

(3)  低所得世帯の中学校卒業生徒への激励金給付事業  
 

  

  
 

  

  
各種資金貸付の相談・申請受付とともに、緊急小口資金・総合支援資金の特例貸付借受人へ

のフォローアップを行う。 
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 ( )  

 ( )  

 

 1  

  

  

  

  

  
 

 2  
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(1)  訪問介護等事業の経営 

  

  

 ( )  

  

(2)  養育支援訪問事業   

(3)  出産ママヘルプ事業   

 

(1)  居宅介護支援事業の経営 
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(1)  特定相談支援事業  
  

障がいのある方、障がいのある児童、その保護者等からの相談に応じ、必要な情報の提供 

及び助言を行う。 

  

ご本人の抱える課題の解決や適切なサービス利用に向けて、サービス種類等を記載した

「サービス等利用計画案」を作成し、支給決定の後に、サービス事業者等と連絡調整の上

「サービス等利用計画」を作成する。 

利用しているサービスについて、支給決定期間内の一定期間ごとに、計画が適切かどうか

モニタリングを行い「サービス等利用計画」の見直し等を支援する。 

(2)  障害児相談支援事業  

障害児通所支援の利用申請手続きにおいて、ご本人の心身の状況や環境、または保護者の

意向などを踏まえて「障害児支援利用計画案」を作成し、支給決定の後に、サービス事業者

等と連絡調整の上「障害児支援利用計画」を作成する。 

利用している障害児通所支援について、支給決定期間内の一定期間ごとに、計画が適切か

どうかモニタリングを行い「障害児支援利用計画」の見直し等を支援する。 
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